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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人日本

規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準

調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これによって，JIS Z 8404-1:2006 は

改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS Z 8404 の規格群には，次の示す部編成がある。 

JIS Z 8404-1 第 1 部：測定の不確かさの評価における併行精度，再現精度及び真度の推定値の利用の

指針 

JIS Z 8404-2 第 2 部：測定の不確かさの評価における繰返し測定及び枝分かれ実験の利用の指針 

 



 

Z 8404-1：2018 (ISO 21748：2017) 目次 

（4） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

 

白   紙 



 

 

  

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本工業規格          JIS 
 Z 8404-1：2018 
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測定の不確かさ－第 1 部：測定の不確かさの 

評価における併行精度，再現精度及び真度の 

推定値の利用の指針 

Measurement uncertainty-Part 1: Guidance for the use of repeatability, 

reproducibility and trueness estimates in measurement uncertainty 

evaluation 

 
序文 

この規格は，2017 年に第 2 版として発行された ISO 21748 を基に，技術的内容及び規格票の様式を変更

することなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。また，実線

の下線を施してある箇所は，対応国際規格でイタリックで強調されている事項である。 

 

測定結果の不確かさについての知識は，その測定結果の解釈のために不可欠である。不確かさの定量的

評価を行わない限り，観測された，測定結果の差が実験のばらつき以上のものを反映しているか，試験品

目が仕様に従っているか，又は限界値を定めた法律に抵触しているかを判断することができない。不確か

さに関する情報がなければ，測定結果を誤って解釈するおそれがある。そのような根拠に基づいて誤った

判断を下せば，産業界に不必要な出費が生じたり，法律による不当な訴追がなされたり，健康上の又は社

会的な悪影響が生じたりするなどの結果を引き起こす危険性がある。 

JIS Q 17025 の認定及び関連システムに基づいて運営される試験所は，測定結果及び試験結果の不確かさ

を評価し，適宜，不確かさを報告することを求められる。ISO/IEC Guide98-3:2008 として発行されている

“測定における不確かさの表現のガイド（GUM）”は，広く採用されている標準的な方法である。ただし，

これは，測定プロセスのモデルが利用できる場合に適用されるものである。一方，非常に多くの標準的な

試験方法は，JIS Z 8402-2:1999 に基づく共同実験の対象となっている。この規格は，これらの試験方法に

よる結果の不確かさを評価するための，適切で経済的な方法論を示す。この方法論は，共同実験によって

得られた試験方法のパフォーマンスのデータを考慮しており，GUM の原則に完全に適合するものである。 

この規格で用いる不確かさの一般的なアプローチ（評価方法）には，次のことが必要である。 

－ JIS Z 8402-2:1999 に基づく共同実験によって得られた，使用する試験方法の併行精度，再現精度及び

真度の推定値を，使用する試験方法に関する公開情報から入手できること。これらは，試験方法の真

度に付随する不確かさの評価値とともに，試験所内及び試験所間の分散成分の推定値を提供する。 

－ 試験所は，実証されたパフォーマンスに沿った試験方法がその試験所で実施されていることを，自ら

のかたより及び精度を調べて確認できること。これによって，公開されたデータが試験所の測定結果

に対して適用可能であることが確認できる。 


